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議議議会会１１２２月月会会議議

議会１２月会議は、１２月１２日から１４日の３日間で開催されました議会１２月会議は、１２月１２日から１４日の３日間で開催されました。。

７人の議員から一般質問の通告があり、地方自治の進展にむけた活発７人の議員から一般質問の通告があり、地方自治の進展にむけた活発なな

議論が展開されました議論が展開されました。。

農業委員会委員の任命についての同意、町長の給料の特例に関する条農業委員会委員の任命についての同意、町長の給料の特例に関する条例例

や平や平成成２２９９年度一般会計補正予算・特別会計補正予算が十分な審議を経年度一般会計補正予算・特別会計補正予算が十分な審議を経てて

可決されました可決されました。。

このほかこのほかにに「所得税法第「所得税法第５５６条の廃止を求める意見書」６条の廃止を求める意見書」、、「診療報酬の引き「診療報酬の引き

下げをやめて、地域医療を守る意見書」が可決されました下げをやめて、地域医療を守る意見書」が可決されました。。

門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
医
師

の
招
へ
い

門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
医

師
の
確
保
の
た
め
、
招
へ
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
度
決
定
を
み
ま
し
た
。

お
迎
え
す
る
医
師
は
、
林

修
也
氏
で
す
。

し
ゅ
う
や林

医
師
は
、
平
成
２
年
に
札

幌
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
さ

れ
、
札
幌
医
科
大
学
第
４
内
科

に
入
局
、
旭
川
赤
十
字
病
院
な

ど
で
勤
務
さ
れ
た
後
、、
平
成

年
４
月
か
ら
滝
上
町
国
民
健

１６康
保
険
病
院
、
平
成

年

月

２５

１０

か
ら
は
天
塩
町
立
国
民
健
康
保

険
病
院
の
病
院
長
と
し
て
勤
務

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
科
目
は
内
科
、
消
化
器

科
で
、
平
成

年
１
月
１
日
よ

３０

り
門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
に

勤
務
し
ま
す
。

林
医
師
は
産
業
医
の
ほ
か
多

く
の
資
格
を
取
得
さ
れ
、
総
合

的
な
医
療
を
推
進
し
て
い
ま
す

の
で
、
地
域
医
療
に
も
大
い
に

貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
林
医
師
の
採
用
に
伴

い
、
門
別
国
民
健
康
保
険
病
院

の
糟
谷
清
医
師
を
平
成

年
１

３０

月
１
日
付
け
で
富
川
国
民
健
康

保
険
診
療
所
長
と
し
て
人
事
異

動
を
行
い
ま
す
。

日
高
町
産
馬
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
優
勝

月
９
日
に
行
わ
れ
た
地
方

１０
競
馬
の
統
一
Ｊ
Ｐ
Ｎ
Ⅰ
レ
ー
ス

第

回
南
部
杯
で
㈲
ヤ
ナ
ガ
ワ

３０
牧
場
生
産
の
コ
パ
ノ
リ
ッ
キ
ー

号
が
昨
年
に
続
き
優
勝
し
ま
し

た
。
同
馬
は
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス

勝
１０

目
で
す月

日
に
京
都
競
馬
場
で

１０

２２

行
わ
れ
た
中
央
競
馬
Ｇ
Ⅰ
レ
ー

ス
第

回
菊
花
賞
で
㈲
下
河
辺

７８

牧
場
生
産
の
キ
セ
キ
号
が
優
勝

し
、
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
初
勝
利
を
挙

げ
ま
し
た
。

月

日
に
東
京
競
馬
場
で

１０

２９

行
わ
れ
た
中
央
競
馬
Ｇ
Ⅰ
レ
ー

ス
第
１
５
６
回
天
皇
賞
（
秋
）

で
㈲
ヤ
ナ
ガ
ワ
牧
場
生
産
の
キ

タ
サ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
号
が
優
勝
し

ま
し
た
。

キ
タ
サ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
号
は
、

天
皇
賞
（
春
）
と
天
皇
賞
（
秋
）

を
制
し
、
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
６
勝
目

と
な
り
ま
す
が
、
年
末
に
行
わ

れ
る
有
馬
記
念
で
の
引
退
を
表

明
し
て
お
り
、
有
終
の
美
を
飾

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町

長

行

政

報

告

月

日
に
京
都
競
馬
場
で

１１

１２

行
わ
れ
た
中
央
競
馬
Ｇ
Ⅰ
レ
ー

ス
第

回
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
杯

４２

で
目
黒
牧
場
生
産
の
モ
ズ
カ
ッ

チ
ャ
ン
号
が
優
勝
し
、
Ｇ
Ⅰ

レ
ー
ス
初
勝
利
を
挙
げ
ま
し
た
。

日
高
町
の
生
産
馬
が
中
央
競

馬
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
で
３
連
勝
を
飾

る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

生
産
牧
場
は
じ
め
、
関
係
者

の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬

４
月

日
に
開
幕
し
た
ホ
ッ

１８

カ
イ
ド
ウ
競
馬
は
、

月
９
日

１１

を
も
ち
ま
し
て
、

開
催

日

１５

８０

間
の
全
日
程
を
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

本
年
度
は
、
濃
霧
の
影
響
に

よ
り
９
競
走
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
投
票
シ
ス
テ
ム
で
購
入

で
き
る
レ
ー
ス
数
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
平
成

年
以
来

年

１０

１９

ぶ
り
に
発
売
額
が
２
４
０
億
円

を
突
破
し
ま
し
た
。

ま
た
、

年
ぶ
り
に
１
日
の

２３

平
均
売
上
が
３
億
円
を
突
破
し
、

さ
ら
に
、
門
別
競
馬
場
に
お
け

る
１
競
走
の
発
売
金
額
が
、
こ

れ
ま
で
の
最
高
額
を
更
新
す
る
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増
の
主
な
要
因
で
す
。

○
酪
農

生
乳
の
出
荷
量
は
、
昨
年
同

様
で
す
。
肉
牛
（
黒
毛
和
牛
）

は
、
１
頭
当
た
り
平
均

万
円

８０

の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
、
発
売
総
額
は
計
画
額
と

前
年
実
績
額
を
大
き
く
上
回
り
、

２
４
６
億
４
１
２
１
万
４
２
４

０
円
、
前
年
対
比
は
１
２
１
・

％
、
計
画
達
成
率
は
１
１

０６３
・

％
と
な
り
、
７
年
連
続

９７

で
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

主
催
者
や
競
馬
関
係
者
の
ご

努
力
、
産
地
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
フ
ァ
ン
の

方
々
に
門
別
競
馬
場
へ
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
も
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
開
催
期
間
の
終
了
後

も
、
門
別
競
馬
場
を
は
じ
め
、

道
内
の
場
外
発
売
所
で
Ｊ
Ｒ
Ａ

や
南
関
東
競
馬
な
ど
の
馬
券
を

発
売
し
、
さ
ら
な
る
収
益
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

第
一
次
産
業
の
状
況

○
水
稲

本
年
の
水
稲
の
作
況
指
数
は
、

や
や
良
と
な
り
ま
し
た
。

○
野
菜

出
荷
状
況
は
、
全
体
で
前
年

を

％
上
回
り
ま
し
た
。

１２大
雨
の
影
響
も
な
く
生
育
が

順
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
出
荷
額

水稲の状況

平成２９年１２月５日発表数値

１０３北海道
作況指数

１０３日高管内

５０７㎏１０ａ当たり収量

野菜の出荷状況 平成２９年１１月末現在

前年対比出荷額種別／項目

＋６％２億５８６０万円軟白長ネギ

＋１９％１７８０万円ホウレンソウ

△２％５７８２万円アスパラ

＋３０％１億９８２３万円ピーマン

＋１３％４億６０６０万円トマト

＋９％３２３７万円イチゴ

△３７％５１７万円シイタケ

平成２９年１１月末現在漁業の状況

前年対比販売額前年対比水揚量種別／項目

＋２９.７％３億３６５９万円＋５８.６％７９５.３ｔさけ定置網漁

＋１１.１％１億４４４１万円＋５７.４％７９９.６ｔかれい刺網漁

＋２５７.１％１３６４万円＋１９３.１％１４４.７ｔほっけ刺網漁

△３２.６％１億１７３１万円△４６.１％２０４.４ｔた こ 漁

△２０.２％１２８３万円＋９.０％５５.２ｔつ ぶ 篭 漁

＋６５.１％１３７９万円＋４３.８％１１.７ｔ昆 布 漁

△３９.８％８２２万円△３５.９％１３.０ｔホッキ桁曳き漁

＋１２.７％２億３１５２万円＋８.７％２２９.９ｔそ の 他

＋８.３％８億７８３２万円＋３０.４％２２５３.８ｔ合 計

〔参考〕＊当町の特徴的な２魚種

前年対比販売額前年対比水揚量種別／項目

＋４８.７％８６３１万円＋２７.７％４１.３ｔし し ゃ も 漁

△２０.０％２４０２万円△１４.１％１６.３ｔマ ツ カ ワ 漁

軽種馬の市場取引状況 平成２９年実績

前年対比売却額売却率売却頭数上場頭数種別／項目

＋１億６４００万円４億２４００万円７２.７％１６頭２２頭ＪＲＨＡ（当歳馬）

＋１億４８３６万円１６億５８２０万円７４.２％２８７頭３８７頭ＪＲＨＡ＋ＨＢＡ（１歳馬）

＋１７２４万円１億７６００万円６４.９％２４頭３７頭ＨＢＡ（２歳馬）

＋３億２９６０万円２２億５８２０万円７３.３％３２７頭４４６頭合計

※ＪＲＨＡ：日本競走馬協会 ＨＢＡ：日高軽種馬農業協同組合

生乳の出荷状況

平成２９年４月から１０月末までの実績

１２５８７ｔ出荷量

△１.８％前年対比

肉牛（黒毛和牛）の販売状況

平成２９年４月から１１月末までの実績

９２６頭販売頭数

＋１７.４％前年対比

７億４５０４万円販売額

＋１３.６％前年対比
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Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
状
況

月

日
に
第
４
回
Ｊ
Ｒ
日

１１

１４

高
線
（
鵡
川
～
様
似
間
）
沿
線

地
域
の
公
共
交
通
に
関
す
る
調

査
・
検
討
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

調
査
を
依
頼
し
て
い
た
委
託
事

業
者
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
日
高
線
沿
線

地
域
の
公
共
交
通
に
関
す
る
調

査
・
検
討
結
果
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

調
査
内
容
は
、
Ｊ
Ｒ
日
高
線

沿
線
地
域
で
あ
る
日
高
管
内
及

び
東
胆
振
地
区
の
公
共
交
通
に
、

Ｄ
Ｍ
Ｖ
（
デ
ュ
ア
ル
・
モ
ー
ド
・

ビ
ー
ク
ル
）、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
・

教
育
長
行
政
報
告

ラ
ピ
ッ
ド
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）

の
導
入
の
ほ
か
、
バ
ス
運
行
し

た
場
合
の
運
行
シ
ス
テ
ム
も
含

め
、
地
域
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
全
体
の
あ
り
方
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

本
調
査
結
果
は
、
Ｊ
Ｒ
日
高

線
（
鵡
川
～
様
似
間
）
沿
線
地

域
の
交
通
モ
ー
ド
を
決
定
し
た

も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
今

後
の
検
討
資
料
で
す
。

今
後
の
予
定
は
町
長
会
議
な

ど
で
議
論
を
経
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
が
表
明
し
た
単
独
で
は

ア
ス
リ
ー
ト
パ
ス
ウ
ェ
イ
中
央

合
宿
へ
参
加

門
別
小
学
校
４
年
生
の
吉
本

は
な
さ
ん
が
、
北
海
道
と
東
北

６
県
か
ら
各
２
名
が
参
加
す
る

ア
ス
リ
ー
ト
パ
ス
ウ
ェ
イ
北
海

道
・
東
北
拠
点
合
宿
の
リ
ー
グ

戦
で
１
位
と
な
り
、

月
１
日

１２

か
ら
３
日
に
か
け
て
、
東
京
の

味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

中
央
合
宿
へ
の
参
加
選
手
と
し

て
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
卓
球
協
会
が
実
施
す
る

ア
ス
リ
ー
ト
パ
ス
ウ
ェ
イ
は
、

小
学
４
年
生
以
下
を
対
象
に
世

界
基
準
で
の
指
導
に
よ
り
日
本

の
強
化
シ
ス
テ
ム
の
底
辺
拡
大

を
図
り
、
最
終
的
に
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
世
界
で
メ
ダ
ル
を
獲

る
選
手
を
数
多
く
輩
出
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

中
央
合
宿
で
上
位
２
名
に
入

れ
ば
、
欧
州
（
チ
ェ
コ
）
で
開

催
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
キ
ッ

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

最
後
は
フ
ル
セ
ッ
ト
の
大
接

戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
第
３
位
と
な
り
日
本
代
表
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
国
の
強
豪
選
手
と
闘
っ
た

経
験
は
、
今
後
の
競
技
に
生
か

さ
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
吉
本
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
営
水
泳
プ
ー
ル
で
の
事
故

７
月

日
に
日
高
町
営
水
泳

１８

プ
ー
ル
で
の
事
故
で
負
傷
し
た

日
高
高
校
生
は
、
手
術
を
行
っ

た
北
海
道
せ
き
損
セ
ン
タ
ー
で
、

主
治
医
を
は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
懸
命
に

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
操
作
も
で
き
な
い
状
況

で
し
た
が
、
現
在
で
は
同
級
生

と
ラ
イ
ン
な
ど
で
の
情
報
交
換

や
車
い
す
を
自
分
で
操
作
し
て

移
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

ＤＭＶ（デュアル・モード・ビー

クル）とは、鉄路と陸路が走行可

能な車両

ＢＲＴ（バス・ラピッド・トラン

ジット）とは、一般車両用の道路

とくぎったバス専用道路を設けて

バスを運行する交通システム

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

◆代替手段（ＤＭＶ・ＢＲＴ・乗合バス）運行

した場合の比較検証結果（概要報告から抜粋）

①検証条件

運行区間

様似静内日高門別鵡川

線路一般道線路ＤＭＶ

バス専用道一般道バス専用道ＢＲＴ

一般道乗合バス

運行本数

鵡川～静内間１６本 静内～様似間１４本
（日高線代行バスと同じ）

②検証条件で比較

乗合バスＢＲＴＤＭＶ

２億６千万円１０５億７千万円
（※３）

４７億１千万円
（※２）

初期費用
（※１）

２億６千万円６億円１０億３千万円支出単
年
度
収
支

８０００万円（※４）収入

△１億８千万円△５億２千万円△９億５千万円収支差

約２年間～約６年間～約１４年間～
（※５）

運行開始する
までの期間

※１ いずれの交通モードを選択した場合でも海岸復旧費用は別途必要

※２ ＤＭＶ車両開発費は１５億円と仮定し積算。
開発内容により費用は大きく変動する可能性がある。

※３ 大規模被災区間（一般道走行区間 日高門別～静内）を除き、全ての
線路区間の線路を撤去し、道路（バス専用道）舗装を行う予定。

※４ 収入は日高線の鉄道運行時（平成２６年度）と同じと算定。

※５ 法令の手続き等は、関係行政機関との調整が必要であるため、期
間が変更することもある。

維
持
困
難
路
線
で
あ
る
道
内
他

線
区
の
動
向
も
考
慮
し
、
最
終

的
な
結
論
が
出
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

（参考）

鉄道運行を再開するための費用

８６億円災害復旧

１００億円以上離岸堤整備を含め
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議会１２月会議で可決した意見書は関係機関に送付し

ました。（内容は要約しています。）

原
案
可
決

▼
「
所
得
税
法
第

条
の
廃
止

５６

を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
つ

い
て
の
要
望
書

陳
情
者

北
海
道
商
工
団
体
連
合
会
婦
人

部
協
議
会

札
幌
東
部
民
商
婦
人
部
協
議
会

採
択

▼
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

右
記
の
２
件
は
、
人
事
院
勧

告
に
準
じ
、
町
長
等
特
別
職
、

職
員
の
期
末
手
当
と
職
員
の
給

料
を
改
正

▼
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

（
更
新
）
工
事

○
工
期

変
更
前

平
成

年
６
月

日
か
ら

２９

１６

平
成

年
３
月

日
ま
で

３０

１２

変
更
後

平
成

年
６
月

日
か
ら

２９

１６

平
成

年
３
月

日
ま
で

３０

３０

○
契
約
金
額

変
更
前

３
億
１
４
２
８
万
円

変
更
後

３
億
１
９
０
４
万
２
８
０
０

円

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

次
の

人
に
同
意
し
ま
し
た
。

１４

福
本

秀
雄

氏
（
千

栄
）

和
田

修
一

氏
（
新

町
）

姉
川

規
晃

氏
（
豊

田
）

伊
藤

幸
寛

氏
（
富
川
西
）

髙
橋

司

氏
（
富

浜
）

本
間

充

氏
（
幾
千
世
）

中
山

記
朗

氏
（
豊

郷
）

海
馬
澤

功

氏
（
賀

張
）

田
丸

利
幸

氏
（
美

原
）

吉
田

雅
利

氏
（
幾
千
世
）

鈴
木

善
之

氏
（
広

富
）

庄
野

宏
志

氏
（
美

原
）

上
居

勉

氏
（
清

畠
）

髙
橋

良
尚

氏
（
平

賀
）

損
傷
に
関
し
て
北
海
道
教
育
庁

石
狩
教
育
局
長
と
和
解

▼
町
長
の
給
料
に
関
す
る
条
例

の
制
定

甘
草
栽
培
事
業
で
町
政
を
混

乱
さ
せ
た
こ
と
の
責
任
を
取
り
、

１
月
分
か
ら
３
月
分
ま
で
の
給

料
を

％
減
額

３０

●主な内容（一般会計）

２０５万円社会保障・税番号制度対応システム改修業務委託

◆平成２９年度補正予算 原案可決

歳入歳出総額補正額

１２５億３９７８万円増４２万円一般会計（第１０号）

２０億２２４１万円増７０万円国民健康保険事業特別会計（第３号)

６億９８１７万円増１２２万円日高国民健康保険診療所事業特別会計（第２号)

１億１００５万円減１０８５万円富川国民健康保険診療所事業特別会計（第１号)

１億５２０６万円増１９６万円簡易水道事業特別会計（第４号）

１５億３４８９万円増９１２万円病院事業会計（第１号）収益的収支

▼
全
身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
診
断
装
置

の
取
得
（
日
高
国
保
診
療
所
）

○
取
得
内
容

Ｃ
Ｔ
装
置
一
式

○
契
約
の
相
手
方

㈱
常
光

苫
小
牧
営
業
所

▼
和
解
に
つ
い
て

日
高
総
合
体
育
館
の
移
動
式

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
床
面
の

し
た
。

主
治
医
や
保
護
者
か
ら
は
、

生
徒
が
厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
を
続

け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
復
学
に

向
け
た
強
い
意
欲
が
支
え
と

な
っ
て
い
る
と
の
お
話
を
伺
っ

て
い
ま
す
。

生
徒
の
復
学
に
向
け
て
、
日

高
高
校
や
関
係
部
署
と
連
携
し
、

医
師
や
保
護
者
と
相
談
し
な
が

ら
生
活
面
や
通
学
な
ど
検
討
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
意

■所得税法第５６条の廃止を求める意見書

原案可決（提出者 総務常任委員長）

国に、自家労賃が必要経費として認められるよう、抜本的な税制

改正の議論の中で見直しを図ることを求める。

■診療報酬の引き下げをやめて、地域医療を守ることを求める意

見書 原案可決（提出者 本宮幹夫議員）

国に、地域医療を守り、国民医療の充実を図るために診療報酬の

引き下げは行わず、適正な水準を確保することなどを求める。

■消費税１０％への増税中止を求める意見書

原案否決（提出者 真壁悦夫議員）

■日欧ＥＰＡ「大枠合意」の全容の情報を明らかにし、先行的な

「暫定発効」をしないことを求める意見書

原案否決（提出者 菊地日出夫議員）
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で
き
ま
す
か
。

弁
護
士
と
相
談
し
て
３
月

を
め
ざ
し
ま
す
。

購
入
希
望
者
は
価
格
を
示

し
て
ま
す
か
。

価
格
に
つ
い
て
は
、
今
は

言
え
ま
せ
ん
。

購
入
希
望
者
の
価
格
は
、

町
民
負
担
金
額
と
関
連
し

て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
公
表
で
き

な
い
の
で
す
か
。

ま
だ
、
本
契
約
を
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
購
入
価
格

に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
を

３
月
中
に
実
施
で
き
な
い

場
合
、
副
町
長
を
辞
職
し
て
㈱

日
高
ア
グ
リ
の
業
務
に
専
念
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
の

見
通
し
が
つ
い
た
時
点
で
、

副
町
長
を
辞
職
す
る
こ
と
は
、

前
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
職
に
し
が
み
つ
く
と
い

う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
の

取
り
組
み
と
し
て
、「
甘

草
事
業
を
引
き
継
い
で
い
た
だ

け
る
熱
意
の
あ
る
企
業
や
個
人

を
求
め
、
町
内
の
有
志
に
事
業

の
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
反
応
は
ど

う
で
し
た
か
。

「
甘
草
事
業
を
今
や
め
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
」
、

「
自
分
で
は
事
業
を
や
ら
な
い

が
他
の
人
が
や
る
場
合
は
、
出

資
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
の
が

何
社
か
あ
り
ま
し
た
。

町
内
の
有
志
の
選
択
基
準

は
何
で
す
か
。

関
心
の
あ
る
方
が
何
人
か

い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
方

の
こ
と
で
す
。

㈱
日
高
ア
グ
リ
か
ら
説
明
に

出
向
い
た
の
で
は
な
く
、
関
心

の
あ
る
方
か
ら
説
明
を
求
め
ら

れ
た
の
で
、
説
明
に
行
き
ま
し

た
。

町
と
工
事
契
約
や
物
品
を

納
入
し
て
い
る
業
者
に
対

し
、
㈱
日
高
ア
グ
リ
は
説
明
に

行
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
。

関
心
の
あ
る
方
で
個
別
に

話
を
聞
き
た
い
と
い
う
方

は
い
ま
し
た
。

㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
の

進
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

月
末
の
清
算
を
め
ざ
し
、

１１弁
護
士
と
相
談
し
て
き
ま

し
た
が
、
甘
草
事
業
の
購
入
希

望
者
が
複
数
あ
ら
わ
れ
、

月
１２

日
頃
ま
で
に
検
討
す
る
こ
と

１０に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
待
ち
、
清
算
の

手
続
き
を
進
め
ま
す
。

苫
小
牧
信
用
金
庫
と
の
損

失
補
償
交
渉
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

遅
延
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

ま
け
て
く
だ
さ
い
と
切
な

る
お
願
い
を
し
て
い
る
状
況
で

す
が
、
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

町
と
し
て
の
甘
草
栽
培
事

業
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

『
甘
草
栽
培
の
現
状
は
』

本宮 幹夫議員ま
す
か
。

甘
草
の
優
良
苗
を
も
と
に

増
殖
、
育
成
、
生
産
方
法

を
改
良
し
、
組
織
培
養
技
術
に

つ
い
て
も
試
験
研
究
を
行
い
ま

す
。

６
月
に
清
算
が
指
示
さ
れ
、

い
ま
だ
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

甘
草
事
業
の
購
入
希
望
者
が

い
る
場
合
で
も
清
算
し
て
か
ら

事
業
の
譲
渡
は
で
き
ま
す
。

そ
の
選
択
の
方
が
、
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
の
で
は
な
い
の
で
す

か
。

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
購
入
希
望
者

が
破
産
し
た
会
社
か
ら
購
入
し

た
く
な
い
と
い
う
希
望
が
あ
る

た
め
で
す
。

㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
を

平
成

年
３
月
中
に
実
施

３０

問 答

答

問

問

答

問

答

【
㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
の
進

行
状
況
は
】

問

答

問

答問

答

問答

問

《
答
弁
者

本
庁
担
当
副
町

長
・
農
務
課
長
》

答

問答問答
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町
内
、
町
外
医
療
機
関
の

受
診
割
合
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

平
成

年
３
月
か
ら
平
成

２８
年
２
月
診
療
分
医
療
費

２９

を
集
計
し
た
結
果
で
す
が
、
入

院
分
は
、
町
内
医
療
機
関
７
・

%
、
町
外
医
療
機
関

・

３６

９２

６４

%
、
医
科
外
来
分
は
、
町
内
医

療
機
関

・

%
、
町
外
医
療

３７

３２

機
関

・

%
で
す
。

６２

６８

医
療
費
適
正
化
の
取
組
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

保
険
者
と
し
て
レ
セ
プ
ト

点
検
、
医
療
費
通
知
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
勧
奨

案
内
と
特
定
健
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。特

定
健
診
の
受
診
率
が
、

低
い
要
因
は
何
で
す
か
。

受
診
対
象
者
の
関
心
の
低

さ
と
身
近
に
健
診
が
受
け

ら
れ
る
医
療
機
関
が
な
い
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

問答

日
高
国
保
診
療
所
の
入
院

病
床
再
開
に
向
け
て
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
状
況
は
、

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
の
体
制
は
、
医
師
１

人
、
看
護
師
７
人
、
検
査

技
師
１
人
、
放
射
線
技
師
１
人

で
す
。
な
お
、
看
護
師
７
人
の

う
ち
１
人
は
平
成

年
３
月
ま

３１

で
育
児
休
暇
中
、
１
人
は
日
高

高
寿
園
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

病
床
再
開
に
向
け
て
、
新
た

な
医
師
、
看
護
師
と
看
護
助
手

等
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
確

保
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
募
集
活
動
を
行
い
な
が
ら

努
力
し
ま
す
。

富
川
国
保
診
療
所
の
今
後

の
医
療
体
制
は
ど
う
な
り

ま
す
か
。

平
成

年

月
に
町
の
診

２９

１０

療
所
と
し
て
開
設
し
、
内

科
、
外
科
、
小
児
科
の
標
榜
科

目
で
、
医
師
２
人
、
看
護
師
６

人
、
放
射
線
技
師
１
人
、
薬
剤

師
１
人
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
の
医
療
体
制
は
、
平
成

年
１
月
か
ら
新
内
科
医
を
新

３０所
長
と
し
て
迎
え
、
現
状
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
診
療
を
考

え
て
い
ま
す
。

薬
局
は
、
平
成

年
６
月
頃

３０

か
ら
院
外
薬
局
の
処
方
へ
変
更

す
る
予
定
で
す
。

地
域
医
療
の
中
心
を
担
う

門
別
国
保
病
院
の
役
割
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
、

地
域
の
住
民
一
人
一
人
が

将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
な
医
療

を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医
療
提
供

体
制
を
構
築
し
、
誰
も
が
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、「
救
急
医
療

体
制
の
堅
持
」、「
入
院
医
療
の

現
存
病
床
維
持
」、「
人
工
透
析
、

在
宅
医
療
の
提
供
」、「
保
健
衛

生
、
予
防
医
療
の
推
進
」
を
基

本
と
し
て
、
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

訪
問
診
療
件
数
と
看
取
り

件
数
は
何
件
で
す
か
。

訪
問
件
数
は

月
末
現
在

１１

で
在
宅
の
方
が

人
、
施

４０

答 問

『日高町の医療体制は』

『国保医療費の現状は』

工藤 守弘議員

設
の
方
が

人
で
す
。
看
取
り

３１

件
数
は
、
平
成

年
度
の
実
績

２８

で
自
宅
７
件
、
施
設
２
件
で
す
。

過
去
５
年
、
当
町
の
国
保

加
入
者
の
１
人
当
た
り
の

医
療
費
は
い
く
ら
で
す
か
。

別
表
の
と
お
り
で
す
。

【
日
高
町
の
医
療
体
制
】

答

答

問

答

《
答
弁
者

健
康
増
進
課
長
・

門
別
国
保
病
院
事
務
長
》

問

問

答

答

問

《
答
弁
者

保
険
年
金
課
長
・

健
康
増
進
課
長
》

問答問

【
国
保
医
療
費
の
現
状
】

日高町の国保加入者１人当たり療養諸費
北海道国民健康保険団体連合会公表

全道平均道内順位表
（高い順から）

療養諸費
（※１）

年 度

３５万３６９７円１２５位３０万４６１５円平成２４年度

３６万４０１２円１０５位３３万３１３８円平成２５年度

３６万９９２９円１４２位２９万４６７２円平成２６年度

３８万３５５１円１４０位３１万２４６２円平成２７年度

３８万５７５８円１２７位３２万１０１８円平成２８年度
※１ 全道の各１５７保険者（町村等）の年間医療費の総額を年間平均
被保険者数で除した数値
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難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
将
来

に
向
け
、
資
産
割
自
体
を
廃
止

す
る
検
討
は
進
む
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
９
段
階
の
保
険
料

を

段
階
以
上
の
傾
斜
保

１０

険
料
に
変
更
で
き
ま
せ
ん
か
。

全
国
的
な
見
地
か
ら
９
段

階
設
定
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
お
り
、
当
町
も
そ
の
方
針

に
沿
っ
た
選
択
を
し
ま
し
た
。

上
下
水
道
料
の

年
８
月

２９

分
一
般
家
庭
給
水
件
数
と

使
用
量
が
５
㎥
～
８
㎥
と
４
㎥

以
下
の
件
数
は
何
件
で
す
か
。

門
別
地
区
の
総
件
数
は
４

１
１
９
件
、
５
㎥
～
８
㎥

は
９
２
３
件
、
４
㎥
以
下
は
７

５
８
件
で
す
。
日
高
地
区
の
総

件
数
は
７
９
４
件
、
５
㎥
～
８

㎥
は
２
０
０
件
、
４
㎥
以
下
は

廃
止
提
案
に
至
る
経
過
を

伺
い
ま
す
。

平
成

年
に
ダ
イ
オ
キ
シ

２０

ン
関
係
か
ら
旧
日
高
町
ゴ

ミ
焼
却
炉
を
廃
止
し
た
後
、
日

高
地
区
は
平
取
町
外
２
町
衛
生

施
設
組
合
に
加
入
し
ま
し
た
。

平
成

年
に
衛
生
組
合
は
、

２２

最
終
処
分
埋
立
地
を
使
用
年
限

後
の
平
成

年
３
月
に
廃
止
す

３０

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

月
に
廃
止
の
説
明
を
す

１０る
の
は
、
唐
突
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

廃
止
は
、
衛
生
組
合
の
意

向
で
す
。
説
明
の
時
期
は

急
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
廃
止
し
な
い
場
合

維
持
費
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

が
着
任
予
定
で
す
。

日
高
国
保
診
療
所
の
医
師
・

看
護
師
・
看
護
助
手
は
、
い
ず

れ
も
確
保
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

富
川
国
保
診
療
所
の
１
月

か
ら
の
医
師
の
体
制
と
日

高
国
保
診
療
所
の
入
院
病
床
再

開
に
向
け
て
の
体
制
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

富
川
国
保
診
療
所
の
医
師

体
制
は
１
月
か
ら
午
前
中

は
３
人
、
午
後
か
ら
は
２
人
と

な
り
ま
す
。

日
高
国
保
診
療
所
の
入
院
病

床
再
開
に
向
け
て
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
確
保
は
大
変
困
難
で
す

が
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平
成

年
度
で
年
間
１
２

３０

５
０
万
円
位
で
す
。
交
付

税
分
を
あ
て
た
と
し
て
も
一
千

万
円
を
超
え
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
特
色
の
あ

る
施
設
は
必
要
で
す
。
廃

止
あ
り
き
で
進
め
る
の
で
す
か
。

住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
を
尊
重
し
て
、
内
容

に
よ
っ
て
は
、
衛
生
組
合
に
報

告
し
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

低
所
得
者
に
資
産
割
課
税

分
の
軽
減
措
置
を
導
入
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
国
の
制
度
上
資
産

割
の
軽
減
措
置
は
、
大
変

『
日
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
継
続
を
』

『
税
や
公
共
料
金
の
見
直
し
を
』

『
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
』

互野 利夫議員

１
５
０
件
で
す
。

水
道
料
金
の
基
本
水
量
は

８
㎥

で
す
が
、
給
水
量
が

４
㎥

以
下
の
世
帯
に
対
し
、
軽

減
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り

現
段
階
で
の
軽
減
は
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
料
金
の
見
直
し
時
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

富
川
・
日
高
国
保
診
療
所

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

富
川
国
保
診
療
所
は
、
平

成

年
１
月
か
ら
新
所
長

３０

《
答
弁
者

日
高
総
合
支
所
担

当
副
町
長
・
地
域
経
済
課
長
》

【
日
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

経
過
等
】

答

問

問答

答 問

【
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
】

【
介
護
保
険
料
の
公
平
化
】

【
上
下
水
道
料
の
軽
減
】

【
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
】

《
答
弁
者

保
険
年
金
課
長
・

水
・
く
ら
し
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
所
長
》

《
答
弁
者

富
川
国
保
診
療
所

事
務
長
・
日
高
国
保
診
療
所
事

務
長
》

答問

問答

答 問

問答

問答問答

問答
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平
成

年

月
の
衆
議
院

２９

１０

議
員
選
挙
後
、
政
府
は
保

育
料
な
ど
教
育
費
の
無
料
化
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を

無
料
に
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

ま
で
の
低
所
得
者
だ
け
を
無
料

に
す
る
と
い
う
計
画
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
説

明
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

国
の
決
定
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
町
は
全
て
の
保
育
児
の
無

料
化
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

国
や
道
か
ら
の
説
明
、
通

知
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
の
決
定
を
待
た
ず
に
、
無

料
化
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
国
の
財
政
的
な
支
援
の
な

い
中
で
、
全
て
の
保
育
児
の
保

育
料
を
無
料
化
に
す
る
こ
と
は
、

財
政
負
担
の
面
か
ら
も
困
難
で

す
。

現
在
、
保
育
所
に
通
所
し

て
い
る
０
歳
児
か
ら
２
歳

児
は
何
人
で
す
か
。

ま
た
、
非
課
税
世
帯
で
保
育

所
に
通
所
し
て
い
る
保
育
児
は

え
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

何
と
か
財
源
を
つ
く
る
こ
と

を
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

少
子
化
対
策
で
は
、
保
育

料
に
つ
い
て
も
他
の
町
に

負
け
な
い
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

無
料
化
に
な
っ
て
い
く
こ
と

は
大
変
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
単
独
で
の
前
倒
し
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
、
国
の
形
が
見
え
る
ま
で

よ
く
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

何
人
で
す
か
。

日
高
保
育
所
は
１
歳
児
２

人
、
２
歳
児
２
人
、
す
ず

ら
ん
保
育
所
は
１
歳
児
３
人
、

２
歳
児
４
人
、
わ
か
ば
保
育
所

は
１
歳
児
８
人
、
２
歳
児

人
、

１２

二
葉
保
育
所
は
０
歳
児
５
人
、

１
歳
児

人
、
２
歳
児

人
で

１７

２０

す
。非

課
税
世
帯
の
保
育
児
の
人

数
は

人
で
す
。

１４
非
課
税
世
帯
の
保
育
児
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
保
育
料
は
か

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

保
育
料
の
滞
納
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。滞

納
額
は
一
時
保
育
の
方

も
い
れ
て
、
平
成

年
度

２７

で

万
２
千
円
、
平
成

年
度

３１

２８

で
１
０
３
万
２
千
円
で
合
計
１

３
４
万
４
千
円
で
す
。

現
在
、

万
円
ほ
ど
滞
納
額

５０

が
残
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
保
育
料
の
滞
納
者
は
、

ひ
と
り
親
、
低
所
得
の
方
が
多

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
多
子
軽
減
や
ひ
と
り
親

に
対
す
る
軽
減
措
置
が
あ
り
、

そ
の
効
果
に
よ
り
減
っ
て
き
ま

し
た
。保

育
料
を
児
童
手
当
か
ら

引
い
て
い
ま
す
か
。

保
護
者
の
合
意
を
経
て
、

強
制
的
に
引
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

格
差
が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、

貧
困
世
帯
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

子
供
・
子
育
て
支
援
を
す
る

上
で
、
保
育
料
を
無
料
に
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

今
年
度
、
町
が
負
担
す
る

額
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園

含
め
る
と
約
３
千
万
円
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

全
て
の
保
育
料
を
無
料
に
す

る
と
、
１
億
円
は
必
要
と
思
い

ま
す
。全

額
で
な
く
て
も
、
半
額

補
助
す
る
と
い
う
こ
と
も

含
め
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。国

か
ら
何
も
示
さ
れ
て
い

な
い
中
で
は
、
動
け
ま
せ

ん
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
保
育
料

を
無
料
に
す
る
こ
と
も
考

答

問

問

答

問答

問答問

答

問

答

【
保
育
料
の
無
料
化
】

問 答

《
答
弁
者

本
庁
担
当
副
町

長
・
子
育
て
福
祉
課
長
》

『保育料の無料化を』

菊地日出夫議員
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ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
緊
急
連

絡
先
や
必
要
な
支
援
内
容
な
ど

が
記
載
で
き
、
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
が
緊
急
時
、
災
害
時
な

ど
に
周
囲
の
援
助
や
配
慮
を
お

願
い
し
や
す
く
す
る
カ
ー
ド
で

す
。
町
は
活
用
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

子
育
て
福
祉
課
、
地
域
住

民
課
、
水
・
く
ら
し
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
厚
賀
出
張
所

の
各
窓
口
で
、
希
望
さ
れ
た
方

に
無
料
で
渡
し
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
北
海
道

で
も
今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
広
く
普
及
す
る
こ
と
に

よ
り
、
大
き
な
効
果
を
生
む
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

普
及
方
法
と
併
せ
て
、
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

勤
医
協
厚
賀
診
療
所
で
は

予
約
制
を
実
施
し
た
り
、

富
川
国
保
診
療
所
で
は
整
理
券

を
配
る
方
法
を
実
施
し
て
い
ま

し
た
。

今
年
度
を
参
考
に
、
来
年
度

は
医
療
機
関
と
協
議
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
義
足

や
人
工
関
節
を
使
用
し
て

い
る
方
、
内
部
障
が
い
や
難
病

の
方
、
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

方
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
マ
ー
ク
で
す
。

昨
年
度
の
助
成
件
数
と
助

成
額
は
、
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。助

成
し
た
件
数
は
３
５
１

７
件
で
す
。
内
訳
は
、
乳

幼
児
６
２
２
件
、
小
学
生
５
４

２
件
、
中
学
生
１
０
７
件
、
高

齢
者
２
１
３
２
件
、
非
課
税
世

帯
と
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
１

１
４
件
で
す
。

助
成
額
は
８
８
２
万
４
４
３

６
円
で
す
。

病
院
は
一
生
懸
命
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
予
防
接

種
を
受
け
る
た
め
に
長
時
間
、

通
路
な
ど
で
待
っ
て
い
る
高
齢

者
や
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。

予
約
制
に
し
て
何
回
か
分
け

る
な
ど
、
改
善
法
を
考
え
て
い

ま
す
か
。

え
て
い
ま
す
。

歳
以
上
の
免
許
証
保
有

７０者
数
、
事
故
件
数
、
免
許

証
自
主
返
納
者
数
は
、
ど
の
く

ら
い
で
す
か
。

平
成

年
で
免
許
証
保
有

２８

者
は
１
３
８
１
人
で
す
。

事
故
件
数
は
、
人
身
事
故
０

件
、
物
損
事
故

件
で
す
。

５５

免
許
証
自
主
返
納
者
数
は
、

平
成

年
で
７
人
、
平
成

年

２８

２９

月
末
現
在
で

人
で
す
。

１１

２１

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

免
許
証
を
自
主
返
納
す
る

た
め
に
認
知
症
な
ど
を
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
い

ま
す
か
。

関
係
す
る
部
署
と
協
議
等

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

『
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
で
き
る
環
境
を
』

『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
実
施
状
況
は
』

『
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
活
用
を
』

佐藤はなえ議員

高
齢
者
の
自
動
車
事
故
の

減
少
を
目
的
と
し
て
、
７５

歳
以
上
の
運
転
者
に
対
し
、
認

知
機
能
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
す
る
人
が
増
え
て
い

る
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。

地
域
に
住
む
人
に
と
っ
て
車

は
「
生
活
の
足
」
と
し
て
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
移
動
の
支
援
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
。

高
齢
者
バ
ス
乗
車
証
交
付

制
度
が
あ
り
ま
す
。

歳
以
上
の
方
は
、
町
が
運

７０
行
す
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
道
南

バ
ス
の
運
行
路
線
で
町
内
区
間

に
限
り
、
１
カ
月
８
０
０
円
の

乗
車
証
を
購
入
す
れ
ば
、
何
回

で
も
乗
車
が
可
能
で
す
の
で
、

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

答

【
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

免
許
証
返
納
】

問

答

《
答
弁
者

子
育
て
福
祉
課
長
》

答 問

問

問

答 問

問 【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
実
施
状
況
】

答

《
答
弁
者

住
民
課
長
》

答

【
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
活
用
】

《
答
弁
者

健
康
増
進
課
長
》
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が
、
規
則
ど
お
り
実
施
し
ま
し

た
か
。賀

張
小
学
校
跡
地
、
富
川

東
な
ど
は
公
売
で
す
。

門
別
本
町
は
長
期
間
貸
し
付

け
し
て
い
ま
し
た
が
、
買
い
取

り
を
希
望
し
た
た
め
随
意
契
約

し
ま
し
た
。
緑
町
は
町
道
厚
賀

６
号
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う

支
障
住
宅
の
移
転
先
を
協
議
し

た
結
果
か
ら
契
約
が
成
立
し
た

も
の
で
す
。

土
地
開
発
公
社
の
事
業
予

定
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

都
市
部
で
は
公
社
が
解
散
し

て
い
ま
す
が
、
当
町
で
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
検
討
し
て
い
ま
す

富
川
市
街
地
活
性
化
事
業

の
用
地
取
得
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
う
ま
く
話
が
進
ん
で
い
か

な
い
こ
と
も
あ
り
、
合
併
特
例

債
の
再
々
延
長
を
国
に
要
望
し

て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
継
続
的

に
考
え
て
い
く
た
め
に
も
土
地

開
発
公
社
は
あ
っ
た
方
が
良
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

過
去
５
年
間
に
購
入
し
た

土
地
の
内
訳
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

主
な
も
の
は
、
防
災
施
設

用
地
、
町
道
用
地
、
消
防

庁
舎
改
築
事
業
用
地
、
町
営
住

宅
・
職
員
住
宅
建
築
用
地
や
生

活
館
用
地
、
道
路
改
修
復
旧
に

お
け
る
用
地
な
ど
で
す
。

購
入
価
格
は
ど
の
よ
う
に

決
定
し
て
い
ま
す
か
。

国
が
定
め
る
公
示
価
格
、

道
が
定
め
る
基
準
価
格
、

町
に
お
け
る
路
線
価
と
場
合
に

よ
っ
て
は
売
買
事
例
も
採
用
し
、

そ
れ
ら
の
価
格
の
平
均
値
を
参

考
価
格
と
し
て
い
ま
す
。

過
去
５
年
間
に
売
払
い
を

し
た
土
地
の
内
訳
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

富
川
南
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が

主
な
も
の
で
す
が
、
賀
張

小
学
校
跡
地
施
設
再
利
用
事
業

富
川
東
、
門
別
本
町
や
緑
町
の

宅
地
な
ど
も
売
り
払
い
し
て
い

ま
す
。財

産
の
売
り
払
い
は
、
一

般
競
争
入
札
が
原
則
で
す

医
療
費
が
施
設
の
持
ち
出
し
に

な
り
ま
す
の
で
、
高
額
治
療
行

為
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
医

療
費
面
で
施
設
の
負
担
が
大
き

い
た
め
、
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
る
現
状
で
す
。

人
工
透
析
の
必
要
な
方
は
、

合
併
症
を
持
っ
て
い
る
方
も
多

く
、
医
療
面
で
の
ケ
ア
が
必
要

な
方
が
多
い
の
で
、
入
院
透
析

と
い
う
よ
う
な
形
で
医
師
、
ケ

ア
マ
ネ
と
相
談
し
て
対
応
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

人
工
透
析
に
つ
い
て
は
、

５
課
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
人
生
を
全
う
で

き
る
町
政
運
営
を
望
み
ま
す
。

問答

問

答

答

問

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
人
工
透
析
を
し
て

い
る
方
の
人
数
は
何
人
で
す
か
。

要
介
護
は

人
、
要
支
援

１１

は
４
人
で
す
。

人
工
透
析
を
し
て
い
る
方

が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
門
別
得
陽
園
の
入
所
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
利
用
は
可

能
で
す
か
。

基
本
的
に
は
可
能
で
す
が
、

申
し
込
み
・
受
け
入
れ
時

の
施
設
の
状
況
・
環
境
に
よ
り

断
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

人
工
透
析
を
し
て
い
る
方

が
、
老
人
保
健
施
設
愛
生

苑
の
入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

の
利
用
は
可
能
で
す
か
。

ど
ち
ら
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
門
別
愛
生
苑
と

門
別
国
保
病
院
は
併
設
し
て
お

り
、
一
部
を
除
き
、
基
本
的
に

【
人
工
透
析
患
者
の
施
設
利

用
】答

『町有地の売買と土地開発公社』

『人工透析患者の施設利用は』

高橋 克徳議員

《
答
弁
者

門
別
国
保
病
院
事

務
長
》

問 【
町
有
地
の
売
買
】

答 問 問

問

答問

答 《
答
弁
者

町
長
・
管
財
建
築

課
長
・
総
務
課
長
・
企
画
財
政

課
長
》

答

問

【
今
後
の
土
地
開
発
公
社
】
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
就
学
援
助
制
度
に
よ
る

入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
を

当
町
が
実
施
し
た
場
合
、
来
年

度
の
支
給
予
定
総
額
は
い
く
ら

に
な
り
ま
す
か
。

今
年
度
の
小
学
校
１
年
生

の
認
定
人
数
と
小
学
校
６

年
生
の
認
定
人
数
で
算
出
す
る

と
小
学
校
１
年
生
が
９
人
で
３６

万
５
４
０
０
円
、
中
学
校
１
年

生
が
９
人
で

万
６
６
０
０
円

４２

で
、
支
給
予
定
総
金
額
は

万
７９

２
千
円
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
６
月
、
７
月
に

支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

年
度
支
給
分
の
新
入
学
児
童

３０生
徒
学
用
品
費
は
、
前
倒
し
し

て
平
成

年
３
月
に
支
給
で
き

３０

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

『
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
日
高
門
別
駅
ま
で
の
運
行
再
開
を
』

『
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
を
』

真壁 悦夫議員

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
子
ど
も
た
ち
の
保

護
者
に
準
要
保
護
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

在
学
児
童
生
徒
に
は
２
月
、

３
月
に
、
新
１
年
生
は
１

日
入
学
の
時
に
学
校
を
通
じ
て

書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
準
要
保
護
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
雰
囲

気
づ
く
り
や
機
会
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

周
知
す
る
機
会
を
増
や
す

よ
う
検
討
し
ま
す
。

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助

成
を
拡
大
し
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
、

歳
ま
で
助
成
を
実
施
し

１８

て
い
ま
す
。
乳
幼
児
医
療
給
付

事
業
の
対
象
拡
大
は
、
将
来
的

に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
無
料
化
は
、

人
口
増
加
対
策
や
貧
困
対

策
に
も
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
。学

校
給
食
施
設
建
設
費
の

償
還
に
平
成

年
ま
で
毎

３９

年
１
億
円
払
う
こ
と
に
な
り
、

財
政
的
に
難
し
い
状
況
で
す
。

国
の
地
方
創
生
に
よ
る
制

度
を
使
っ
て
無
料
化
し
て

い
る
町
も
あ
り
ま
す
が
。

最
近
、
給
食
費
無
料
化
に

つ
い
て
交
付
金
を
活
用
す

る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

内
の
町
長
と
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
日
高
線
だ
け
の
問
題
と
し

て
協
議
し
て
い
け
る
状
況
で
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
高

門
別
駅
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
運
行
再
開

に
つ
い
て
は
変
え
な
い
で
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

清
畠
地
区
で
は
、
平
成
２８

年
の
災
害
で
ボ
ー
ト
に
よ

る
住
民
の
救
出
と
い
う
事
態
に

な
り
ま
し
た
。

国
に
対
し
て
海
岸
保
全
工
事

を
求
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
。

海
岸
保
全
予
算
は
全
道
で

億
円
ほ
ど
し
か
あ
り
ま

２６

せ
ん
。
国
に
は
予
算
を
増
や
し
、

国
土
保
全
と
い
う
立
場
で
工
事

を
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
フ
閉
塞
式
（
通
行
手

形
様
の
通
票
を
駅
と
列
車

間
で
交
換
し
て
運
行
す
る
方

式
）
に
よ
る
「
駅
に
信
号
設
置

工
事
な
ど
が
不
要
で
お
金
の
か

か
ら
な
い
日
高
門
別
駅
ま
で
の

運
行
再
開
方
法
」
が
新
た
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
受
け

止
め
て
い
ま
す
か
。

鉄
路
の
運
行
再
開
に
向
け

て
有
効
な
手
段
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
が

路
線

１０

区
間
の
「
単
独
維
持
困

１３

難
」
路
線
を
発
表
し
て
１
年
が

た
ち
ま
し
た
。
路
線
維
持
は
日

高
沿
線
住
民
の
問
題
だ
け
で
は

な
く
、
北
海
道
の
未
来
に
関
わ

る
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

路
線
維
持
は
、
国
の
責
任

で
解
決
す
る
よ
う
日
高
管

答

【
Ｊ
Ｒ
日
高
線
】

問

問

答

答

《
答
弁
者

町
長
・
企
画
財
政

課
長
》

答

問

答

答 問

問 問

答

問答

問【
医
療
費
・
給
食
費
無
料
化
】

問

答

【
入
学
準
備
金
前
倒
し
支
給
】

《
答
弁
者

教
育
長
・
保
険
年

金
課
長
・
子
育
て
福
祉
課
長
・

教
育
委
員
会
管
理
課
長
》

【
準
要
保
護
の
周
知
徹
底
】
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平
成

年

月
２
日

２９

１０

町

長

行

政

報

告

門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
医
師

の
招
へ
い

平
成

年
６
月
１
日
付
け
で

２９

村
上
医
師
の
人
事
異
動
に
よ
り

門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
医
師

の
確
保
の
た
め
、
招
へ
い
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
決
定
を
み
ま
し
た
。

お
迎
え
す
る
医
師
は
、
糟
谷

か

す

や

清
氏
で
す
。

糟
谷
医
師
は
、
平
成
２
年
に

新
潟
大
学
医
学
部
を
卒
業
さ
れ
、

平
成
９
年
に
同
大
学
院
を
修
了

し
、
九
州
大
学
医
学
部
解
剖
学

教
室
入
局
、
平
成

年
に
福
岡

１２

大
学
解
剖
学
教
室
入
局
、
平
成

年
か
ら
医
療
法
人
芳
香
会
唐

１８津
第
一
病
院
な
ど
で
勤
務
さ
れ

た
後
、
平
成

年

月
か
ら
公

２７

１０

益
社
団
法
人
曽
於
医
師
会
立
病

院
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
科
目
は
内
科
、
消
化
器

科
で
、
平
成

年

月

日
よ

２９

１０

１６

り
門
別
国
民
健
康
保
険
病
院
に

勤
務
し
ま
す
。

糟
谷
医
師
は
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
認
定
医
の
ほ
か
多
く
の
資

格
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、
診
療

体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
医

療
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い

ま
す
。

原
案
可
決

●主な内容

１０５３万円㈱日高アグリ清算補助金

９７２万円㈱日高アグリ清算資金貸付金

◆平成２９年度補正予算 原案否決

一般会計（第８号）

増２０２５万円補正額

１２５億２７２４万円歳入歳出総額

平
成

年

月

日

２９

１０

１３

●主な内容

１３３２万円衆議院議員選挙費

専決処分の報告

◆平成２９年度補正予算

一般会計（第７号）

増１３３２万円補正額

１２５億６９９万円歳入歳出総額

町
の
表
彰
条
例
に
基
づ
く
平

成

年
度
の
被
表
彰
者
は
次
の

２９
方
々
で
す
。

▼
社
会
貢
献
表
彰

工
藤

好
功

氏
（
門
別
本
町

）

鎌
田

正
勝

氏
（
富
川
南
）

矢
野
三
千
枝

氏
（
平

賀
）

沖
田

方
子

氏
（
富

浜
）

石
谷

清
光

氏
（
清

畠
）

小
屋
畑
和
久

氏
（
緑

町
）

▼
産
業
貢
献
表
彰

道
見

忠
信

氏
（
清

畠
）

▼
善
行
表
彰

伊
藤

克
三

氏
（
門
別
本
町

）

日
高
わ
ら
べ
の
会

▼
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
取

得
門
別
小
学
校
教
師
用
パ
ソ
コ

ン
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
兼
用
型
）
６

台
、
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
兼
用
型
）

台
、
サ
ー

３０

バ
ー
１
台
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ソ
フ
ト
な
ど
一
式

同
意

●主な内容

３１５０万円土木施設災害復旧費

◆平成２９年度補正予算 原案可決

一般会計（第９号）

増３２３６万円補正額

１２５億３９３６万円歳入歳出総額

▲門別小学校教育用コンピュータ
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平
成

年

月
７
日
～
９
日

２９

１１

磯
田
建
設
・
武
田
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

準
用
河
川
厚
別
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
（
５
号
箇
所
）
８
工
区

○
工
期

平
成

年

月
９
日
か
ら

２９

１１

平
成

年
３
月

日
ま
で

３０

３０

○
契
約
金
額

２
億
８
５
９
８
万
４
千
円

○
契
約
の
相
手
方

磯
田
組
・
出
口
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

準
用
河
川
厚
別
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
（
５
号
箇
所
）
９
工
区

○
工
期

平
成

年

月

日
か
ら

２９

１１

１０

平
成

年
３
月

日
ま
で

３０

３０

○
契
約
金
額

７
１
３
８
万
８
千
円

○
契
約
の
相
手
方

笹
田
組
・
登
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

準
用
河
川
賀
張
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
（
６
工
区
）

○
工
期

平
成

年

月

日
か
ら

２９

１１

１０

平
成

年
３
月

日
ま
で

３０

３０

○
契
約
金
額

５
７
２
４
万
円

○
契
約
の
相
手
方

登
建
設
工
業
㈱

▼２８年度特別会計決算 認定

歳出歳入区分

１９億２９１万円１９億２７２５万円国民健康保険

１億５６９９万円１億５９５０万円後期高齢者医療

２億５６０９万円２億６４５４万円国保診療所

１１億３４３４万円１１億５１９９万円介護保険

１億４１９７万円１億４８８５万円簡易水道

７億３９５８万円７億４０５８万円下水道

▼２８年度一般会計決算 認定

１１０億６２３５万円歳入

１０７億９０５６万円歳出

２億７１７９万円差引

２６６２万円翌年度へ繰り越す財源

２億４５１７万円実質収支額

▼
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請

負
契
約
の
変
更
）

町
道
３
号
の
沢
線
道
路
災
害

復
旧
工
事

契
約
金
額

○
変
更
前

１
億
５
８
７
６
万
円

○
変
更
後

１
億
６
０
３
８
万
円

▼
平
成

年
度
下
水
道
事
業
特

２８

別
会
計
継
続
費
の
精
算
報
告

▼
工
事
請
負
契
約

準
用
河
川
厚
別
川
河
川
災
害

復
旧
工
事
（
５
号
箇
所
）
７
工
区

○
工
期

平
成

年

月
９
日
か
ら

２９

１１

平
成

年
３
月

日
ま
で

３０

３０

○
契
約
金
額

１
億
７
７
８
万
４
千
円

○
契
約
の
相
手
方

原
案
可
決

平
成

年

月

日

２９

１２

２８

議会１２月第２回会議で賛成多数で可決しました。

（内容は要約しています。）

■第三セクター㈱日高アグリの破産処理をただちに実行することを求める決議

原案可決（提出者 ㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員長）

町長は６月会議で、経営不振に陥っている㈱日高アグリの事業について清算の意向を示し、
６月１９日に㈱日高アグリに対し清算を指示した。
その後、９月末期日の金融機関への償還が不能となり経営破綻するに至り、資産の売却を
前提に１１月末をめどとして裁判所へ破産の申立てを行なう方針を新たに示したが、履行され
ず、１２月１４日の全員協議会では破産処理の方針を突然撤回し、資産の売却先が複数あるとし
て第三者に譲渡する考えを示した。
１２月２５日には、資産譲渡に関する説明を受けたが、詳細は示されず、しかも金額も不明で、
特別委員会に示された第三者への譲渡案は容認できるものではなかった。
議会は当初より今年度内の清算を求めてきたが、この間の再三に渡る基本方針の変更は、
議会との信頼関係を損なうものである。
㈱日高アグリの経営破綻により、１億３０００万円を上限とする損失補償を行なわざるを得な
い状況である。それは町民負担をともなう苦渋の判断であるが、これ以上の引き延ばしは、
さらなる負担増につながる。
現町政における事業の破産整理は、町長と議員の任期である今年度内に処理を終えるのが
最低限のモラルであり、責任である。
よって日高町議会は、㈱日高アグリの破産手続きをただちに実行することを強く求める。
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平
成

年
１
月

日

３０

１８

角
市
で
開
催
さ
れ
る
第

回
全

５５

国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル
ペ

ン
競
技
へ
の
出
場
を
手
に
し
ま

し
た
。

日
頃
の
厳
し
い
練
習
に
打
ち

込
ん
で
き
た
努
力
を
た
た
え
ま

す
と
と
も
に
、
全
国
大
会
で
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
全
国
大
会
へ
の

出
場日

高
小
学
校
３
年
生
の
溝
尾

花
奈
さ
ん
は
、
昨
年
８
月
に
小

樽
市
で
開
催
さ
れ
た
第

回
北

３６

海
道
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

教
育
長
行
政
報
告

全
日
本
選
抜
小
学
生
野
球
選
手

権
大
会
へ
の
参
加

Ｊ
Ｂ
Ｃ
日
高
ブ
レ
イ
ヴ
に
所

属
す
る
門
別
小
学
校
６
年
生
の

川
端
遥
流
さ
ん
は
、
昨
年

月

は

る

１１

に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
学
童
軟

式
野
球
都
市
対
抗
戦
で
の
活
躍

が
評
価
さ
れ
、
２
月
に
兵
庫
県

淡
路
市
で
開
催
さ
れ
る
第
３
回

全
日
本
選
抜
小
学
生
野
球
選
手

権
淡
路
島
大
会
に
出
場
す
る
北

海
道
選
抜
メ
ン
バ
ー

人
に
選

１７

出
さ
れ
ま
し
た
。

●主な内容

（一般会計）

３０００万円産業振興基金積立金増

４１２万円日高小学校大規模改造工事管理業務委託

１５０万円日高自動車道日高厚賀ＩＣ開通記念事業

（簡易水道事業特別会計）

１億９０００万円千栄浄水場災害復旧工事外

◆平成２９年度補正予算 原案可決

歳入歳出総額補正額

１２５億７８８７万円増３９０９万円一般会計（第１１号）

３億４２０６万円増１億９０００万円簡易水道事業特別会計（第５号）

北
海
道
選
抜
へ
の
選
出
は
、

野
球
に
打
ち
込
む
多
く
の
優
れ

た
選
手
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も

の
で
あ
り
、
日
頃
の
厳
し
い
練

習
を
続
け
て
き
た
努
力
を
た
た

え
ま
す
と
と
も
に
、
全
国
大
会

で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
へ
の

出
場日

高
中
学
校
２
年
生
の
竹
内

一
さ
ん
は
、
１
月
に
小
樽
市
で

開
催
さ
れ
た
第

回
北
海
道
中

５０

学
校
ス
キ
ー
大
会
ア
ル
ペ
ン
競

技
に
出
場
し
、
男
子
回
転
で
は

出
場
選
手
１
１
０
人
中
９
位
に

入
賞
し
、
男
子
大
回
転
で
は
出

場
選
手
１
６
２
人
中

位
と
な

１２

り
、
２
月
８
日
か
ら
秋
田
県
鹿

会
で
３
位
と
な
り
、
全
国
大
会

へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

月

日
か
ら
広
島
市
で
開

１２

２４

催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
１

回
戦
で
４
年
生
の
選
手
と
対
戦

し
、
善
戦
お
よ
ば
ず
敗
戦
と
な

り
ま
し
た
。

４
年
生
と
な
る
平
成

年
度

３０

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
全
国
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
日
高
町
産
業
学

３０

習
受
講
生
選
考
試
験
の
結
果

選
考
試
験
を
１
月

日
に
実

１３

施
し
、
当
初

人
の
申
込
が
あ

１１

り
ま
し
た
が
、
２
人
が
辞
退
し

た
た
め
９
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

体
力
テ
ス
ト
や
作
文
、
面
接

試
験
を
実
施
し
た
結
果
、
全
員

が
合
格
と
な
り
、
そ
の
結
果
を

通
知
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
入
講
意
志
の
確
認
を

行
な
う
と
と
も
に
、
日
高
高
校

の
入
学
試
験
の
結
果
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
二
次
募
集
を
実
施
し

１
人
で
も
多
く
の
生
徒
確
保
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

▲全国中学校スキー大会に出場する竹内一さん

▲北海道選抜メンバーに選出された
川端遥流さん



－16－

特
別
委
員
会
は
、
議
会

月
１２

会
議
で
中
間
報
告
し
ま
し
た
。

◆
調
査
期
間

平
成

年
７
月

日
か
ら

２９

２５

平
成

年

月

日
ま
で

２９

１２

１４

◆
委
員
会
構
成

委
員
長

菊
地

日
出
夫

副
委
員
長

工
藤

守
弘

委
員

川
渕

健
一

本
宮

幹
夫

佐
藤

は
な
え

寺
越

哲
夫

高
橋

克
徳

◆
こ
れ
ま
で
の
調
査
経
過

平
成

年
７
月

日

２９

２５

【
特
別
委
員
会
の
設
置
】

①
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選

任
②
今
後
の
調
査
事
項
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議

平
成

年
８
月

日

２９

１０

①
金
融
機
関
と
の
取
引
約
定

書
に
関
す
る
調
査

③
金
融
機
関
か
ら
の
通
知
に

関
す
る
調
査

④
破
産
申
立
て
に
関
す
る
調

査⑤
ダ
イ
オ
ウ
栽
培
の
計
画
に

関
す
る
調
査

平
成

年

月
４
日

２９

１２

①
清
算
に
至
る
ま
で
の
総
括

に
関
す
る
調
査

②
臨
時
職
員
業
務
等
の
計
画

書
に
関
す
る
調
査

③
薬
用
植
物
栽
培
等
の
計
画

に
関
す
る
調
査

平
成

年

月
８
日

２９

１２

①
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

◆
㈱
日
高
ア
グ
リ
の
会
社

概
要事

業
内
容

（１）
①
甘
草
等
の
生
薬
（
薬
用
植

物
）
の
栽
培
、
品
質
調
査
、

販
売

②
甘
草
等
の
生
薬
（
薬
用
植

物
）
の
加
工
、
販
売

③
甘
草
等
の
生
薬
（
薬
用
植

物
）
に
係
る
前
各
号
の
事
業

㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
等
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

②
清
算
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
関
す
る
調
査

③
株
主
と
の
協
議
状
況
に
関

す
る
調
査

平
成

年
８
月

日

２９

２５

①
会
社
清
算
に
向
け
た
こ
れ

ま
で
の
動
き
に
つ
い
て
調
査

②
会
社
の
事
業
譲
渡
・
解
散
・

清
算
手
続
に
関
す
る
調
査

平
成

年
９
月
４
日

２９
①
会
社
の
事
業
譲
渡
・
解
散
・

清
算
手
続
に
関
す
る
調
査

②
９
月
末
の
償
還
金
に
関
す

る
調
査

平
成

年
９
月

日

２９

１４

①
甘
草
事
業
の
町
直
営
に
よ

る
継
続
に
関
す
る
調
査

②
㈱
日
高
ア
グ
リ
の
清
算
に

係
る
補
助
金
に
関
す
る
調
査

平
成

年

月
１
日

２９

１１

①
今
後
の
調
査
内
容
に
関
す

る
協
議

平
成

年

月
６
日

２９

１１

①
臨
時
職
員
に
関
す
る
調
査

②
甘
草
の
収
穫
状
況
に
関
す

る
調
査

活
動
に
資
す
る
研
究
開
発
及

び
そ
の
成
果
の
利
用

④
機
能
性
食
品
及
び
特
定
保

健
用
食
品
の
開
発

⑤
前
各
号
に
附
帯
関
連
す
る

一
切
の
事
業

資
本
金

（２）
６
千
万
円

本
店
所
在
地

（３）
日
高
町
門
別
本
町
２
１
０
番

地
の
１

役
員
構
成

（４）・
代
表
取
締
役

日
高
町
副
町
長

・
取
締
役

会
津
日
石
販
売
㈱

代
表
取
締
役

・
最
高
顧
問

東
京
大
学
名
誉
教
授

出
資
割
合

（５）
日
高
町

％
６０

出
資
金
額
３
６
０
０
万
円

会
津
日
石
販
売
㈱

％
２５

出
資
金
額
１
５
０
０
万
円

㈱
長
江

％
１０

出
資
金
額

６
０
０
万
円

㈲
橋
興

３
％

出
資
金
額

１
８
０
万
円

㈱
純
緑
農
業

２
％

出
資
金
額

１
２
０
万
円

◆
所
見

〈
は
じ
め
に
〉

日
高
町
の
甘
草
栽
培
事
業
を

担
っ
て
い
た
㈱
日
高
ア
グ
リ
は
、

生
薬
業
界
へ
の
知
識
不
足
や
、

確
立
し
て
い
な
い
育
成
技
術
で

実
施
し
た
大
規
模
栽
培
の
結
果
、

清
算
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
っ
た
。

同
社
の
清
算
に
向
け
た
具
体

的
な
課
題
や
方
法
な
ど
を
調
査

す
る
た
め
、
平
成

年
７
月
会

２９

議
に
お
い
て
㈱
日
高
ア
グ
リ
の

清
算
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
た
。

〈
大
規
模
栽
培
の
実
施
か
ら
会

社
清
算
へ
〉

平
成

年
７
月
に
産
業
・
建

２５

設
常
任
委
員
会
と
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
多
く
の
漢
方
薬
に

使
わ
れ
て
い
る
甘
草
は
、
砂
漠

化
に
つ
な
が
る
乱
獲
防
止
を
理

由
に
中
国
か
ら
の
入
手
が
困
難

に
な
り
、
今
後
国
内
に
お
け
る

需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
甘
草
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、

将
来
、
日
高
町
が
大
量
か
つ
安

定
的
な
供
給
元
と
な
る
と
い
う

説
明
を
町
か
ら
受
け
た
。

議
会
は
、
甘
草
栽
培
事
業
を

担
う
㈱
日
高
ア
グ
リ
の
設
立
、

同
社
借
入
金
の
損
失
補
償
も
認
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◆議会での㈱日高アグリの甘草栽培事業に関する協議経過

協 議 内 容 等会議名開催期日

【日高町の農業振興策】

甘草栽培事業を実施することについての説明及び協議

産業・建設常任委員会平成２５年７月１１日

同 上全員協議会平成２５年７月１６日

【甘草栽培に係る法人の設立】

事業内容、発行株式、資本金等についての説明及び協議

産業・建設常任委員会平成２５年８月１日

【医薬基盤研究所の視察】

視察に関する協議

産業・建設常任委員会平成２５年８月５日

【㈱日高アグリの設立】

＜日高町甘草栽培事業計画＞※主な項目を記載

①定植株数

２５年度：１１万３０００株

２６年度：１５万株～３５年度：１００万株

②売上額 ※２５年度～２７年度は売上なし

２８年度：１億１７０万円

２９年度：９０００万円

３０年度：２億６１００万円

３１年度：５億２２００万円～３５年度以降：１１億１６００万円

③営業利益 ※１００万円未満切捨表示

２８年度：△２億６０００万円

２９年度：△３億４７００万円

３０年度：△１億８１００万円

産業・建設常任委員会平成２５年９月９日

め
て
き
た
が
、
育
成
技
術
が
確

立
し
て
い
な
い
な
か
で
実
施
さ

れ
た
大
規
模
栽
培
は
、
定
植
し

た
苗
の
多
く
が
枯
死
す
る
と
い

う
惨
憺
た
る
も
の
だ
っ
た
。

さ
ん
た
ん

生
薬
の
栽
培
は
契
約
栽
培
が

主
で
製
薬
会
社
と
の
契
約
な
し

に
製
造
・
販
売
は
あ
り
え
な
い
。

生
薬
と
し
て
取
り
扱
う
に
は

甘
草
の
主
成
分
で
あ
る
グ
リ
チ

ル
リ
チ
ン
酸
の
基
準
を
満
た
す

こ
と
が
、
日
本
薬
局
方
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
㈱
日
高
ア
グ
リ
の

甘
草
は
、
こ
の
基
準
を
安
定
的

に
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

甘
草
の
生
育
不
良
の
結
果
、

度
重
な
る
㈱
日
高
ア
グ
リ
の
経

営
計
画
の
変
更
が
な
さ
れ
、
さ

ら
に
平
成

年
９
月
以
降
の
借

２９

入
金
償
還
が
難
し
く
な
る
と
、

償
還
期
間
の
延
長
や
町
の
損
失

補
償
期
間
の
延
長
な
ど
を
議
会

に
提
案
す
る
こ
と
を
検
討
し
た

が
、
議
会
は
こ
れ
を
認
め
な

か
っ
た
。

平
成

年
６
月
会
議
に
お
い

２９

て
、
町
長
は
、
㈱
日
高
ア
グ
リ

を
清
算
す
る
旨
の
発
言
を
し
、

同
社
は
清
算
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
本
来
、
取
締
役
会

議
、
株
主
総
会
を
経
て
粛
々
と

行
う
べ
き
清
算
手
続
き
は
遅
々

と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

そ
の
後

月
末
ま
で
破
産
手

１１

続
を
開
始
す
る
と
説
明
が
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
も
先
送
り
と

な
っ
た
。

〈
ま
と
め
〉

㈱
日
高
ア
グ
リ
を
現
議
員
の

任
期
中
に
整
理
し
、
新
体
制
に

持
ち
越
さ
な
い
こ
と
が
議
会
の

責
任
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

同
社
が
速
や
か
に
破
産
手
続
の

申
し
立
て
に
着
手
す
る
こ
と
を

強
く
要
求
す
る
。

▲

甘
草
栽
培
圃
場
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協 議 内 容 等会議名開催期日

３１年度：△７５００万円

３２年度：１１００万円～３５年度以降：５億５００万円

④売上単価 １８００円／kg

【医薬基盤研究所の視察】

視察に関する協議

産業・建設常任委員会平成２５年９月９日

【㈱日高アグリの設立】

日高町甘草栽培事業計画が示される。

全員協議会平成２５年９月１７日

【行政視察】

独立行政法人医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター北海道

研究部（名寄市字大橋）

産業・建設常任委員会平成２５年１０月９日

【土地の取得（薬用植物栽培施設用地）】

①所在 字緑町５５番１

②地積 ９万９７４４㎡

③取得価格 １９９４万８８００円

【甘草栽培用地の造成】

①造成地面積 １万４４００㎡

②工事内容 樹木伐採・伐根、整地

③予算額 ５００万円

【事業資金借入れに係る損失補償】

①平成２５年度借入予定額 ５０００万円

②借入先 苫小牧信用金庫門別支店

③借入期間 １０年間

④貸付利率 ２.２％

⑤損失補償額 ５０００万円

⑥債務負担行為期間 １０年間

【計画の修正】

販売単価をｋｇ当たり１８００円から１６００円に修正し、それに伴い売

上計画も減額修正

産業・建設常任委員会平成２５年１２月１２日

㈱日高アグリの事業資金借入に対する損失補償で、期間１０年、限

度額５０００万円の債務負担行為の追加を内容とする補正予算が可決さ

れる。

平成２５年１２月会議平成２５年１２月２０日

【㈱日高アグリの経営状況に関する報告】

平成２６年６月会議に提出する平成２５年度経営状況報告の説明

【甘草栽培事業計画】

定植株数をマイナス修正し、それに伴い製造原価、売上、営業利

益等も減額修正

産業・建設常任委員会平成２６年６月４日

【甘草栽培事業計画】

債務負担行為（限度額８０００万円）を追加する補正予算提案につい

て６月会議では見送ることの説明を受ける。

産業・建設常任委員会平成２６年６月１０日

同 上全員協議会
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協 議 内 容 等会議名開催期日

【甘草栽培事業計画】

＜事業計画の修正理由＞

①平成２６年度事業で補助制度を活用できなかった。

②販売先が確保されていない。

③金融機関は町の損失補償なしでは融資しないことが、明らかに

なる。

全員協議会平成２６年６月１３日

【甘草栽培事業計画】

＜事業計画変更による収支見通し＞

①町は、平成２７、２８年度については、会社に対し損失補償は行わ

ない。

②平成２７、２８年度に作付けを行わない。

③平成２９年度以降の作付けは販売状況を見て判断する。

④平成２７、２８年度は、次の実証実験を行う。

・追肥、除草等肥培管理方法改善

・グリチルリチン酸が高含有率となる栽培方法の試験

・ストロンによる苗の増殖方法の確立

・開花結実後の種子の採取及び発芽試験

＜損失補償に関する議案の提出＞

平成２６年度事業借入金８０００万円に係る損失補償に関する議案の提

出について説明

全員協議会平成２６年６月２７日

㈱日高アグリの事業資金借入に対する損失補償で、期間１０年、限

度額８０００万円の債務負担行為の追加を内容とする補正予算が可決さ

れる。

平成２６年７月会議平成２６年７月１日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会平成２６年９月５日

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２６年９月会議平成２６年９月１９日

【薬草栽培の状況】

＜㈱日高アグリの近況＞

①当分の間、新たな作付けは行わず、現在の株が良好に生育する

よう適正な圃場管理に努める。

②グリチルリチン酸含量の検査を行う。

③健康食品製造・販売業の㈱スリービーと共同で商品開発を進め

る。

④新たに結成される「日高町薬草生産協議会」（仮称）が国・道の

支援を受け、薬草の栽培、一次加工の事業に協力し、日高町の薬草

の産地化に努める。

全員協議会平成２７年６月４日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会平成２７年６月１８日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会平成２７年９月８日
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産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２７年９月会議平成２７年９月１８日

【所管事務調査】

苗の仕入れ先である純緑農業の責任者を参考人として委員会出席

要請することを決定

産業・建設常任委員会平成２７年１０月５日

【所管事務調査】

参考人の委員会出席要請について、欠席する旨の回答。相手方に

日時を指定してもらい再度要請することに決定。

⇒ 要請したものの、出欠に関する回答を得られなかった。

産業・建設常任委員会平成２７年１１月２０日

【所管事務調査】

＜甘草栽培事業計画＞

①㈱日高アグリの製品製造

甘草を原料とする健康茶の製造

②事業収支計画の修正

・収穫予定数量のマイナス修正

・製品販売単価の増額修正（１万円／kg⇒６万円／kg）

・収穫予定重量のマイナス修正

・会津日石販売㈱から甘草４２０kg（乾燥重量）を購入予定（１万５

千円／kg）

産業・建設常任委員会平成２７年１２月７日

【甘草栽培事業計画】

※産業・建設常任委員会で資料等を請求し、全員協議会で再度説明

＜㈱日高アグリが製造する製品＞

①製品名 （仮称）甘草茶

②内容 ティーバッグ３０包

③卸売価格 １包（１g）６０円

④販売先 ㈱ソワンドボーテ(サビーナ自然化粧品販売会

社)。同社が全量買い取りし、同社の販売ルート

で販売

⑤原料調達先 会津日石販売㈱から乾燥重量４２０kg（株数７０００株

相当)を購入

⑥原料購入費 会津日石販売㈱から乾燥重量１kg当たり１万

５０００円程度で購入

⑦原料加工 ㈱日高アグリは掘取、洗浄、乾燥、切断、粉砕

までを行い、委託会社が焙煎、粉砕、ＴＢ加工、

袋詰めまでを行う。

＜事業収支計画修正の主な理由＞

①収穫予定数量 定植数１１万３０００株から、実際の生育数に補植予

定数等を加えた４万５０００株に修正

②収穫予定数量 平成２５年度に定植したものは平成２９年度から、

平成２６年度に定植したものは平成３１年度から生

育状態に応じて収穫

全員協議会
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③製品販売単価 健康食品の原料単価、１kg当たり１万円から、

製品販売単価１kg当たり６万円に変更

④収穫時重量 ４年生で１株の平均乾燥重量６０gが妥当

⑤収穫予定重量 ②の収穫予定数量と④の収穫時重量の積

⑥売上額 平成２８年度は乾燥重量４２０kgを会津日石販売㈱

から購入し、甘草茶を１kg当たり６万円で販売

する。平成２９年度以降は自社圃場から収穫し同

単価で販売

⑦製造原価 平成２８年度から製造原価に製品製造費用が加算

⑧売上総利益 売上高から製造原価を差し引いたもの。平成２９

年度からは原料購入費がないため増加

⑨未払金 平成２６年度定植分に係る未払金２２４４万１０００円の

支払開始年を収穫開始年に合わせて１年先延ば

しし、２年分割を３年分割に変更

全員協議会平成２７年１２月７日

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２７年１２月会議平成２７年１２月１８日

【㈱日高アグリの経営状況に関する報告】

平成２８年６月会議に提出する平成２７年度経営状況報告の説明

【㈱日高アグリ事業計画及び収支計画】

平成２８年度から利息に加えて元金の償還が始まり、年度末の内部

留保額が３８２万６０００円となる収支計画の説明

全員協議会平成２８年６月６日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会平成２８年６月７日

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２８年６月会議平成２８年６月１７日

【甘草栽培事業】

講師 大阪薬科大学准教授 芝野真喜雄氏

日高町議会議員研修会平成２８年６月２２日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会平成２８年９月７日

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２８年９月第２回会議平成２８年９月２０日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会平成２８年１１月２４日

【㈱日高アグリの事業収支計画の変更】

＜㈱日高アグリの収支計画の変更＞※主な項目を記載

①平成２５年定植収穫予定株数を４万５０００株から３万９０００株に変更

②平成２６年定植収穫予定株数を４万５０００株から１万５０００株に変更

③収穫株数、売上、製造経費等の変更

④支払いを繰延べしていた２２４４万１０００円を金融機関から借入れし、

返済

⑤借入金残高１億２６００万円を借り換えて、１０年償還（元金据え置き

３年、平成３５年完済）から１７年償還（元金据え置き１年、平成４５

年完済）に変更を提案

全員協議会平成２８年１２月５日
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⑥⑤の借り換えに伴い、債務負担行為の限度額を１億２６００万円（期

間平成２８～４５年度）とする補正予算の提出

⇒ その後、議会への提案を見送る。

全員協議会平成２８年１２月５日

【㈱日高アグリの事業収支計画の変更】

＜事業資金借り換え等に関する再協議＞※主な項目を記載

①借り換えで利率が２.２％から３.０％に変更

※元利の支払総額 借り換え前 １億４７６３万２３８２円

借り換え後 １億６０９８万９６８１円

②一時的に資金が不足し、短期資金を借入れする見込み

③平成２９年１月から３月まで、合計９００万円売り上げる想定

④ストロン苗は収穫率２/３で、２年半から３年で収穫できる見込

み

全員協議会平成２８年１２月９日

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２８年１２月会議平成２８年１２月１６日

【㈱日高アグリに対する助成】

ふるさと納税を財源とし、寄付者の意向に従い、４５０万円を日高ア

グリに助成する旨の説明。平成２８年３月会議で補正予算を提案予定

⇒ その後、議会への提案を見送る。

全員協議会平成２９年２月１３日

【所管事務調査】

＜㈱日高アグリの甘草栽培事業の状況＞※主な項目を記載

①ティーバッグ３０包入りに加えて、１０包入りの商品も販売

②商品パッケージのデザインの変更

③ストロン苗は、前年に比べ１０倍の生産予定

④圃場用に町内牧場から馬糞（堆肥）の寄付

産業・建設常任委員会

日高町が取り組む甘草栽培事業の中止等を求める決議（提出者：

川渕健一議員、賛成者：本宮幹夫議員、高橋克徳議員）が賛成多数

で可決

平成２９年２月会議平成２９年２月１５日

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２９年３月会議平成２９年３月１０日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会平成２９年５月２６日

【㈱日高アグリの経営状況】

＜㈱日高アグリの経営状況に関する報告＞

平成２９年６月会議に提出する平成２８年度経営状況報告の説明

＜㈱日高アグリの事業計画（収支計画）＞※主な項目を記載

▽平成２８年度実績

①甘草茶販売額 １１０８万１０００円（乾燥重量１７１kg）

②売上額 ５４１万７０００円（平成２８年度内の収入額）

③借入金 長期借入金２２００万円、短期借入金７５０万円

④長期借入金(１億５２００万円)元利償還額

１００８万８０００円

⑤年度末内部留保額 ２４万２０００円

全員協議会平成２９年６月６日
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▽平成２９年度計画

①定植株数 ２万５０００株

②収穫株数 １万５０００株（平成２５年定植分）

③甘草茶販売額 １８６３万円（乾燥重量３４５kg）

④短期借入金 ３００万円

⑤町補助金 ４５０万円

⑥長期借入金 ２５年償還（元金据え置き５年、平成５３年完

済）に変更

⑦通年雇用のための人件費

３６０万円

全員協議会平成２９年６月６日

本宮幹夫議員の一般質問に対する答弁の中で、町長は㈱日高アグ

リを清算、または会社の構成を見直すことについて言及する。

平成２９年６月会議平成２９年６月１５日

西尾英俊議員の一般質問に対して、町長は㈱日高アグリを地域に

密着した形で会社組織の見直しについて検討するよう会社社長であ

る副町長に指示したと答弁する。

平成２９年６月１６日

㈱日高アグリの経営状況に関する報告に対する決議（提出者：本

宮幹夫議員、賛成者：互野利夫議員）が賛成多数で可決される。

平成２９年６月１９日

工藤守弘議員の一般会計補正予算の質疑に対して、町長は㈱日高

アグリはやめて、もう１回つくり直すと答弁する。

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告

【㈱日高アグリの清算方法】

①町は㈱日高アグリに甘草事業を清算するよう通知

②㈱日高アグリは、解散し、清算するにあたり、以下の点について、

弁護士、税理士等と協議し、必要に応じて処理を委任する。

・出資（株式）の処理

・町が損失補償を行っている借入金の処理

・町が損失補償を行っていない借入金の処理

全員協議会平成２９年７月１９日

【所管事務調査】

＜㈱日高アグリに関する特別委員会の設置＞

特別委員会の設置について協議。特別委員会が設置されても、常

任委員会として甘草の生育について調査していくこととする。

産業・建設常任委員会

㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会が設置される。平成２９年７月会議平成２９年７月２５日

【所管事務調査】

現地調査 甘草栽培圃場

産業・建設常任委員会

【㈱日高アグリからの決算書等再提出依頼に対する回答結果】

㈱日高アグリは、同社顧問税理士の判断結果に基づき、決算書等

を再提出する必要はないと回答

全員協議会平成２９年８月２８日

産業・建設常任委員会 所管事務調査報告平成２９年９月会議平成２９年９月１４日

【㈱日高アグリの清算等】

＜㈱日高アグリの清算に係る補助金＞

全員協議会平成２９年９月２２日
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①償還金 １０５３万円

②清算手続に要する費用 ５９４万円

③圃場管理・収穫経費・苗づくり経費等 ４３２万円

合計２０７９万円を追加した一般会計補正予算を９月第２回会議に

おいて提出

全員協議会平成２９年９月２２日

㈱日高アグリに対する補助金２０７９万円を追加した一般会計補正予

算は、賛成少数で否決される。

平成２９年９月第２回会議平成２９年９月２６日

【㈱日高アグリの清算等】

＜㈱日高アグリ清算に係る費用の支出＞

①清算に係る補助金 １０５３万円（償還金）

②清算に係る貸付金 a清算手続に要する費用 ５４０万円

b圃場管理・収穫経費等 ４３２万円

合計 ９７２万円

③㈱日高アグリ清算資金貸付要綱

④平成３０年度の甘草栽培に関する予算

合計２０２５万円を追加した一般会計補正予算を１０月会議において

提出

全員協議会平成２９年１０月２日

㈱日高アグリに対する補助金及び貸付金２０２５万円を追加した一般

会計補正予算は、賛成少数で否決される。

平成２９年１０月会議平成２９年１０月２日

【㈱日高アグリの清算等】

＜町議会１０月会議後の対応＞

①金融機関から会社へ督促状が送達（１０月４日）

金融機関から町へ会社の支払いがなかった旨の通知(同日)

②町として破産手続を選択する決定をしたこと及び会社の資産を

第三者へ売却することを会社に通知(１０月１３日)

③弁護士へ破産手続等を相談(１０月１９日)

＜破産手続の実施＞

①破産手続スケジュール

・取締役会議の開催(破産手続の決定)－１０月２６日

・資産売却先の募集－１０月末から開始

・資産売却先の決定－破産申立て前

・株主総会の開催

・裁判所への破産申立て－１１月末を目標

②破産手続に伴う費用

・弁護士費用

・裁判所費用（予納金）

③社員の処遇

圃場の試験作物及びハウスの試験栽培等のため、１１月から町の

臨時職員として雇用

全員協議会平成２９年１０月２３日
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議会傍聴に行こう
会議当日に議場傍聴席入り口の受付にて氏名等をご記入

いただくだけで傍聴できます。

※日高総合支所では、テレビ中継で傍聴ができます。

次の会議は３月２日・５日・７日・８日・９日を予定しています。
詳しいことは、議会事務局に確認願います。（議会事務局電話番号：０１４５６-２-６５００）

議案等賛否一覧表

(賛否が分かれた議案等のみ掲載しています。掲載されていない議案等は全会一致で可決しています。)
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○○○○○○×○○○○○○
可
決

診療報酬の引き下げをやめて、地域医療を守
ることを求める意見書

議
員

×○○××××○×○×○×
否
決消費税１０％への増税中止を求める意見書

×○○××××○×○×○×
否
決

日欧ＥＰＡ「大枠合意」の全容の情報を明らか
にし、先行的な「暫定発効」をしないことを求
める意見書

○○○○×○××○○○○○可
決

第３セクター㈱日高アグリの破産処理をただ
ちに実行することを求める決議

特
別
委
員
長

月
第
２
回

１２

○：賛成 ×：反対 欠：欠席 退：退席

※１ 議長は表決権がない（一部を除く）

※２ 議長、副議長より討論したい旨の申し出があったため、討論をした。

議長、副議長が一議員として討論した場合、議長席に戻ることができず、一議員として表決権を有

することになるため、仮議長を選挙した。

その結果、柳北守隆議員が当選し、議長席についた。
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編

集

後

記

【１０月】
２日 議会１０月会議 全員協議会

議会運営委員会
５日 広報広聴常任委員会
１０日 広報広聴常任委員会
１３日 議会１０月第２回会議 議会運営委員会

広報広聴常任委員会
２３日 全員協議会 広報広聴常任委員会
２４日 日高管内議会正副議長・常設委員長研修会

（新ひだか町）
３１日 日高地区軽種馬産業活性化講演会
【１１月】
１日 全員協議会 政策討論会

総務常任委員会
㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会

６日 民生常任委員会 議会運営委員会
㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会

７日 議会１１月会議（１日目）
８日 議会１１月会議（２日目）
９日 議会１１月会議（３日目）
１７日 全員協議会 産業･建設常任委員会
２０日～２２日

町村議会議長会全国大会及び日高町村議会
議長会行政視察（宮城県、東京都）

２０日 民生常任委員会 広報広聴常任委員会
【１２月】
４日 全員協議会 広報広聴常任委員会

㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会
８日 議会運営委員会 民生常任委員会

産業・建設常任委員会
㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会

１３日 議会１２月会議（１日目）総務常任委員会
㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会

１４日 議会１２月会議（２日目）広報広聴常任委員会
全員協議会
㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会

１５日 議会１２月会議（３日目）政策討論会幹事会
２１日 民生常任委員会
２５日 ㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会
２８日 議会１２月第２回会議 全員協議会

議会運営委員会
㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会

【１月】
１８日 議会１月会議 議会運営委員会

全員協議会
２４日 ㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会
【２月】
１日 広報広聴常任委員会

㈱日高アグリの清算等に関する調査特別委員会
６日 議員研修会 広報広聴常任委員会

政策討論会幹事会

委員会活動

総務常任委員会
１１月１日
・富川市街地活性化基本構想
－付託案件－
・「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」採択に
ついての要望書

１２月１３日
・富川市街地活性化基本構想

民生常任委員会
１１月６日
・門別地区の地域包括ケアシステム
１１月２０日
・門別地区の地域包括ケアシステム
１２月８日
・門別地区の地域包括ケアシステム
１２月２１日
・富川国民健康保険診療所の運営（現地調査）
・国民健康保険広域化

産業・建設常任委員会
１１月１７日
・平成２８年８月の大雨災害及び台風被害の復旧状況
（現地調査：国道２７４号日勝峠外）
１２月８日
・平成２８年８月の大雨災害及び台風被害の復旧状況

広報広聴常任委員会
１０月５日、１０月１０日、１０月１３日、１０月２３日、
１１月２０日、１２月４日、１２月１４日、２月１日、
２月６日
・議会だより

●議会のうごき●

日
高
町
が
、
合
併
し
て

年
１２

が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
３
月
は
今
ま
で
と
は
違

い
、
選
挙
区
制
を
廃
止
し
新
し

い
制
度
で
の
、
合
併
後
４
度
目

の
町
議
会
議
員
の
選
挙
が
あ
り

ま
す
。
今
後
４
年
間
、
執
行
機

関
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や

提
言
等
、
役
割
は
重
大
で
あ
り

ま
す
。

議
会
は
こ
れ
ま
で
も
議
会
報

告
会
・
町
民
と
の
懇
談
会
等
を

行
い
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
、

議
会
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、
そ
の
内
容

を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う

編
集
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

▲災害復旧状況の現地調査（町道千呂露川沿線道路）


